
■石川中学校区 A-１ 【理想の暮らしとありたい姿】

自由に移動が
できるまち

（循環自動運転
バス、シェアリ
ング自動車、
自転車を自由に
使えるなど）

健康や生活面で
相談できる人

がいる

困ったときに
すぐ相談
できる場所

第１回 八王子市のみんなの未来を考えるワークショップ

道路や公園に
様々な花が咲き

緑が多い

近くに病院や
ショッピング
センターがある

【子育て母親】
公立の高校・大
学が歩いて行け
る場所にある

八王子の里山保
存などの活動が
活性化している

【子育て母親】
赤ちゃん～小児専
用の夜間診療もで
きる大きな病院が

近くにある

【家族連れ】
郊外、公園での
駐車場が少ない

交通手段の充実
広い道路が

整備されている

交通手段
（駐車場？）

の整備

志民塾

【働く(共働き)子育て世帯】
不登校などに直面した時に、
気軽に相談したりサポートが

受けられる

【大学生】
企業と一体で
学びの成果を
発揮できたり
研究に取り組め
たり活躍できる

場がある

【1人暮らし学生】
地域や企業が運
営する〝寮〟を
多く設定し、1人
暮らしを応援

まち全体が
観光客で

賑わってほし
い

イベントやお祭
りなどいつも
賑わっている

【一人暮らしの
高齢者】
緊急時、

ボタン1つで
通報できる

在宅でも持病の
定期通院が
受けられる

【働く(共働
き)子育て世

帯】
待機児童ゼロ

【いじめなどで居場所がない
子ども】

子ども自身がSOSを出せる
場所が住んでいる地域にある

（学校以外に）

【働く父親】
勤務先（働く
場所）が

近距離にある

【勤め人】
職住近接

遠隔企業の誘致
→環境整備

企業やオフィス
が多く、安定
した雇用があり
働きやすい

【子どものいない世帯】
子どもがいてもいなくても
地域の活動に参加しやすい

【子育て母親】
赤ちゃんを一時
的に預かってく
れる市営デイ
サービスのよう
な施設がある

【子育て母親】
子育て母同士で
悩みなどを話せ
る機会がある。
相談できる機関

がある

お年寄りの1人
暮らし世帯の
手厚いサポート

がある

気軽に預けら
れる、信頼で
きる場所

子ども祭り
（出店がで
きる）

多世代交流
の場を増やす

子どもたちが
“ふるさと”を
大切に思える

仕事終わって
飲んで帰れる

【高齢者】
市内の多くの
場所で活躍でき
る場所がある

税金が安くて
可処分所得が
多いと感じ
られる

【老人】
行く場所が

ない

市の魅力の
広報を民間に
→100選

写真の著作権

【高校生】
図書館が
老人に占拠

【市内の中高生】
自分達が主体の

フェスを
（吹奏楽、合唱、
ダンスなど）

開催できる機会が
ある

犬・猫他の
小動物と触れ
合う場所がある

文化施設
（博物館・図書
館・美術館）が
近くにあって利
用しやすい

【子育て母親】
小中高と
学校給食が

完備されている

【子育て母親】
公営の保育園、
幼稚園が近くに
ある。あるいは
働く親のために
は駅近にある

保育施設や
広い公園が
点在しており
子育てしやすい

地域の子ども達
のためにできる
ことがある

学問的教育と
心の教育の
充実した
学校である

【働き盛り世代】
自動運転バスが
繁華街と住宅街
を循環していて
自由に乗れる

【働く父親】
親子、家族で体
を動かせる

フィールドアス
レチックがある

【子育て
パパママ】

子どもを安心し
て預けたり遊ば
せられる場所が
近くに点在して

いる

４００年の歴史ある街
もっとピーアール！

若者の居場所
を増やす

【過疎地の
独居老人】

ITでつながる
ことができれ
ば→インフラ

団体情報
継続的提供

インフォ
メーション
センター
整備

地域の魅力を
若い世代に
伝えるツール
が整っている

八王子市内の
企業に勤める
市外在住の方に
も八王子を
知ってほしい

八王子の歴史を
子どもの頃から
学べる環境を
作って欲しい

大人も死ぬ
まで学べる
（大人である
ための心）

地域で活躍
できる場所

今回のワーク
ショップのような
自分たちの住む街
や市について語り
合ったり、未来の
理想を思い描く
機会がある

（どの世代も）趣味の発表の場
や機会がある

大人が大人であ
ることの教育の
機会がある
（教養教育）

心を育てるの
は大切なこと

交通

施設
相談・サポート

安心

働く場 賑わい 教育

若者の居場所

ステキな図書館
で子ども世代を
ひきつける

歴史を伝える

多世代交流

情報発信・IT

生涯学ぶ

子どもたち、高齢者の居場所・しあわせ
（そうすれば他の世代もついてくる！）

●情報の整備・発信

分からないことが知れる。紙+インフラの併用。面倒なことだけでなく、良さを伝えていく

●子どもたちの居場所⇒多世代の居場所 活躍できる場所

地域に身近な場所でパイプを作って、横のつながりで連携できるように。つながるきっかけ、参加のきっかけになる

●学校の充実

学校同士の連携、市全体で同じ方向を向いていく

●歴史、地域を知る

活躍の場を知る。互いの良さを出し合う（地域、企業など様々な人が）。子どもたちでもワークショップする

地域で活躍できる場所

ストレート
にシンプル
に考える

それぞれの
人の心に届
くように

キーワード

良さや互いを「知る」


